
























































きを得ん」の句があった。思うに、このまえ阿片や機械に関する議論をして、意見が合わなかったことを指しているのだろう。方今、風潮が一変し、萬国がこもごも通ずるようになった。これは全世界の一つの大きな変化の局面なのだが、見識の狭い読書人や時代遅れの者たちは、事あるごと 経書や史書を引いて、浅はかな見解 主張し、宇内の大勢が今 ような状況に至った所以を知らない。これはほとんど幕に巣を作った燕が、堂まで燃え移ってきた火に気付かないのと同じである。私は個人的
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には、阿片の毒と六経の毒とを洗い流さない限り、中国のもろもろの事は、手の下しようがないと考えている。六経には信ずることのできるものもあるが、信ずることのできぬものもある。もし信ずることのできぬものを信じたならば、至る所に毒が流れてしまう。黄公度氏は日本にいたとき、私が好んで西洋の事を論ずるのを気に入ってくれ、いつもこう言っ た 「形を超えた方面 おいては、孔孟の論 至上だが 形をもつ事柄については、欧米 学が詳細を尽くしている」 。当今 議論をする者は、このよ な見解をもたなくてはならない。
硯雲氏が別宴を設けてくれ、靄卿・幼蔡・石鈞・仁和の諸氏が会し、はなむけしてくれた。船員が満潮になったと言ったの
で、別れ 告げた。惕斎氏が静庵氏に案内役を受け持たせた。この旅は惕斎氏が主人となって世話をし 族を挙げて歓待してくれ、十日餘り滞在を引き延ばした。実に厚い誼であっ ただ残念なのは、硯雲氏が病が重く 天童・寧波の旅をともにすることができなかったことである。みんな 岸辺まで見送りに来てくれたが 皆浮かぬ顔をし いた。月 色が昼 ようで、風が葦を吹き渡り、虫の声が辺り一面から聞こえて来て ほ んど秋 ような気配が立ち込めていた。原文
　
八月二日〔十二日〕晨抵餘姚。
︿弢﹀夫力病出見。余問此間故事、 曰門前長流即姚江、 姚舜姓、 舜水先生号亦取義于此。






















早朝、 餘姚に着いた。弢夫氏が病を押して出て来てくれた。私が当地の故事を問うと、 次のような説明をしてくれた。 「門













































飯を炊く。岸に上がってみたところ、稲刈りをしていた。田の側に竹で編んだござが懸けられ、刈った稲が手 一杯 なると、竹のござ バッシバッシ 叩きつける。粒がバラバラ 抜け落ち、さほど力を労さない。これは我が国で見たこ のないものである。
一つの
を越えて、崧鎮まで行き、しばらく舟を泊めて夕食を摂った。岸上の市街から男女が群がって、こちらを見物する






















に逆さま 映し、そのいっぱいに満ちた水は鏡のようで、頻繁に往復しても嫌にならない。一つの溝を右折して、紹興の南門に入った。城壁が二重になっており、その間ががらんとしていて、洞穴の中を行くかのようである。紹興は句践が都とした所で、人家四、 五萬、この地方の都会である。陸有章氏を訪ね、仲声氏の手紙を渡した。別室に案内し、酒と食事を出してくれた。楼上の静かな部屋でしばらく寝た。尾瓦が日 照りつけられ、ひどく暑く 蒸されているかのようだった。陳翰斎〔文瀚〕氏が面会に来た。仲声氏の友人である。陳翰斎氏が言うことに 、 「紹興は酒で有名です。造り酒屋は、以前は陳・趙・表・杜の四家を推したものですが、継い 起こったのが徐・李・胡・田の四家です。一家の儲けは、百萬金を下りません 久しく年を経た酒は陳酒と称し、世に褒めそやされています」 。
夜、月の明かりを頼りに市街を歩み、大善寺まで行った。七層の塔が高く空にそびえている。宋代に建てられたものと伝え








②六経説天地人、果無一謬処乎」 。三生請教。余曰、 「 『春秋』書日虧、為日食。
説者曰、 『日為蝦蟇所食』 。此三歳童子所不信。真 可一咲乎」 。因挙洋説、三生愕然。
晩飯上舟。舷板絵花鳥、臥床・椅子・机案皆備。出西郭、有石橋、曰迎恩。来時自此右折、探蘭亭。転出清田湖。月色如昼、
水天空明。時見水中有物躍出、就而視之、水牛十数頭出没也。舷頭坐賞、不覚夜深。【注】①「庠生」明清時代の「童試」 （府州県学に入学する試験）の合格者。秀才。②「四子」 『論語』 『大学』 『中庸』 『孟子』 。いわゆる四書のこと。訳文
　
有章氏は朱氏の下で薬舗の商務をつかさどっている。店に「官燕洋参麗参」と書いた大字が掲げられている。官燕とは








迎恩という名前である。来た時はこ から右折して、蘭亭を探った。転じて清田湖に出た。月光が昼のようで、水も空も澄んで明るい。おりしも水中から何物かが躍り上がってくるのが見えた。近づいてよく見てみると、水牛 十数頭出没しているのだった。舟べりに座って見 楽しみ、夜 更けたのにも気づかな っ原文
　
六日〔十六日〕泊在柯山。訪沈痩生、歓迎、曰「貴邦仿欧風改服制、信否」 。余曰、 「敝邦服制仿隋唐、及武門握権、以






めたというのは、本当ですか」 。私は答えた。 「弊国の服制は隋唐に倣ったものですが、武門が政権を握るに及んで、冠と衣服が戦に不便なため、新たに衣と袴を制して、武士の服としました。宗廟や朝廷の大事以外の時は、常にこの服を着ています。私が着ているのが、それです。しかしこの服 長い袖に幅広の帯で、銃隊を編むのに不便です。それゆえ、維新に戦が起こると、列藩は約せずしてヨーロッパの服装をするようになりました。朝廷の命令で全面的 ヨーロッパの風習に倣い服制を改めたのは 実は理由のあることなの 私は山野 人で、衣服は気の向くままです。だから、昔の服を着用している です」 。フランス の問題に話が及んだ。私はこう言った。 「戦わなければ、中国は国威が振るいませんが、戦うと多くの人たちがひどい目に遭うでしょう。李中堂は講和を主張し、左・曾の諸公 戦争を主張 ていると聞いています。和 、いずれに決すのでしょうか」 。痩生氏 すこぶ 不満 うな様子だった。雨が降っているこ を理由に、辞し 帰った 一人の使用人が駆けつけ、強く引き留めようとした。先を急ぐことを理由に、断った。
柯橋まで来たところで昼食にした。この一帯は石橋が、長さ十餘里にわたっており、上馬村という所から下馬村という所ま
でで、実に巨大な工事である 銭清に いた。両岸の市街は、すこぶる人家 密集している。転じて上河に出た。だだっ広くて湖のようである。そこの一つ 石橋は皆元と う名で 長さ百餘丈、石 重ねて柱と 、二十 門が きている。こ 辺りは水路が縦横に走っていて、来たとき通った所と異な 。原文
　
七日〔十七日〕抵蕭山県。一江穿城、 両岸市街、 人行如織。至西興、 上岸雇轎。度銭塘江。一船乗客四五十名、 渡舟官置、
不要銭。上岸為杭州東郭。城楼二層、曰銭塘門。至珠宝巷、訪顧雲臺。示『申報』曰「法使在上海、詰責中土援安南要求二百萬
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轎を雇った。銭塘江を渡った。一船の乗客は四五十名、渡し舟はお上が設けたもので、無料である。岸に上がると杭州の東郭である。城楼は二層で、銭塘門という。珠宝巷まで行き、顧雲臺氏を訪ねた。彼が『申報』を示して、 「フランス使節が上海にいて、中国が安南を援助したことを譴責し、二百萬ポンドを要求 たが、曾元帥は聞き入れなかった。安南が何度も勝利を収め、フランス兵の死傷は何千にも上る」と言ったが、言葉に自慢そうなところが多く、私はそれが真実ではないことが分かった。彼はまた、 次のようなこと 言 「張経甫氏が同志を率いて西洋式銃の使い方を習わせ、 日夜訓練させている」 。経甫氏は学識のある純粋な学者であるが、その氏が部隊の編成を行っているのだ。私は情勢が よいよ急を告げていること分かった。
濯を弥勒寺に遣わしたところ、無適氏を伴って帰ってきた。無適氏が言うことには、 「仙林寺の静かな部屋を借りて、お待
























この地に来ている。曲園先生が彼の「西湖」詩を賞し、 『東瀛詩選』中に収録された。私がフランスとの一件を尋ねると こう言った。 「上海からの手紙によると、福州では法
虜
の無礼なのに怒り、すでに戦端を開いたが、勝敗がどうなるかはまだ分

























釜を仏前に設け、煮えたぎった油で動植物や雑多な物を揚げていて 「観音秘方の膏を練っているのだ」と言っている。無適氏に昼食を食べさせた。そのとき無適氏が言うことには、 「中国の知識人が奔走するものとしては、科挙の及第が第一です。州県の学官が書院の生員を試験するのを院試と言い、及第した者を秀才もしくは庠生と言います 庠生が省へ行って受験するのを省試もしくは郷試と言い、及第した者 挙人もしくは孝廉と言います。挙 が都に会して受験 るのを会試と言い、及第した者 進士出身と言います。天子が親 く進士を 験することもあり、その試験で優等だった者を状元 探花、榜眼と言います。省試の試験官には、朝廷が正副二人を命じ、正となる者は二三品の官 副となる者は六七品の官で ず で
−79−


















十一日〔廿一日〕王夢薇〔廷鼎〕来訪。為曲園高弟。曰「聞老師屢説高著、 不禁渇仰、 来見」 。情意極懇。設酒留談。曰「中





漁笙、問此 何如、曰「漁笙中烟毒、病目且聾 為廃人」 。此皆懐才不遇、抑鬱無聊之所致 談移刻。 余売薬為活。病客在門、不可游談」 辞去。此人直拠其所見、不少修飾、極為快人、唯非我邦学欧米、曰「聖人之道、自有致富強之法。貴国不求于此、而求於彼、殆下喬木、而入幽谷
③者」 。嗚呼陸有輪車、海有輪船、網設電線、聯絡全世界之声息。宇内之変、至此而極矣。





渇仰を禁ぜず、参りました」 。情意きわめて懇ろである。酒を用意して引き留め、話をした。彼が言うことに 「中国の 物は、大抵浮華で中身に乏しい。私は六、 七省を歴遊し、足跡数萬里にわたりますが、心から敬服するのは曲園師だけです」 。フランスとの件を問うと、 「二十四史を通観してみますと、今回の夷狄との戦い方は、非常に策のないものと言えます」 また、馮夢香氏を評して、 「経学・考証学では、同門で第一で が ただ、人となりが頑固で 且つ利子と元金を独り占めにすることに専念しています。その品格を論じるなら 孫漁笙氏に及びません」と言った 私はしばしば 硯雲氏が漁笙氏 話をするのを聞いていたので、この人はどのような人かと問うと 彼が言うことには、 「漁笙氏は阿片の中毒になり 目 病み且つ耳も聞こえなくなって、廃人になっています」 。これも 才能がありながら認められるこ がなく、抑鬱無聊の結果そうなったのだ
−81−


















めに牌榜を書き、生活のため居所を転々としている。鎮海門を通った。二階建て以上の建物が屹立している。その左の埠頭に子胥の廟があり、香をたく火が絶えない。朱硯臣氏を訪ねると、先祖の寿帖を示し 、 「私の家系は餘姚の朱氏で、浙東 名家なのです」と言った。私は「ならば、朱舜水の同族ですね」と応じ、舜水が東に逃れ 宋学を伝えたことを話した 硯臣氏はたいそう喜び、家譜 出して見せてくれた。譜の後に舜水の小伝が附せられており、伝に「島中納言の侍女十二人を近づけなかっ 」という文があった。これ 源中納言が侍女十二人を賜ったが、舜水は敢えて近づけなかったということを記したものである。中国人は中納言が官名であることを知らなかったために、このような誤りが生じたのだろう。
共に茶店に立ち寄った。呉山を前にして、老木が鬱蒼と茂っている。座に着いていた李姓の人がこう言った。 「何度も受験
したが合格せず、ここに来て商売をしています」 。私 「それが実学ですよ。子貢も商売 して、七十二人の弟子に推称されたのをご存じではないのですか」と言うと、満座どっと笑い声が起こ 。原文
　
十三日〔廿三日〕雨。無適来示『申報』曰「十五日法軍艦五隻衝臺灣、 陥雞籠砲臺、 発使上海、 告曰『我兵已抜雞籠。和戦、
唯貴国所為』 」 。余毎逢士人説法事、多笑為過慮。臺灣東洋要地、一旦帰彼手 東洋多事、始于此也。






上海に発し、 『我が軍は既に鶏籠を攻略した。和か戦か、貴国次第である』と通告しました」 。私は知識人に会うたびにフランスとの一件についての話をするのだが、たいてい取り越し苦労と笑われてしまう。しかし、臺灣は東洋の要地であるから、一旦フランスの手 帰すれば、東洋の多事多難がその時から始まるであろう。
夜になってから、無適氏が来て、上海からの書信を示して、言った。 「官署から命令が来ました。内地にいる邦人は、速や
かに上海に帰り、危難を避けよと ことです」 。官署からそのような命令が出たのなら、私一人この地で悠々としているわけにはいかないので、無適氏と上海に帰る とし、舟を雇った。原文
　
十四日〔廿四日〕晨過夢薇告行。恐其驚人聴、 直曰、 「得上海報。一大官要余与赴北京」 。夢薇曰、 「僕在此、 未尽地主之責。






昔年臺灣之変、 余就諸書、 抄其地沿革。登載此。曰台湾距福州省城、 五百四十里、 距彭湖島、 二百里、 四面皆海 東西亘五百里、
南北二千八九百里、山脉起雞籠、尽沙馬碕 亘一千里 山東山西 原野接海、土性肥沃、 歳三熟 隋大業中、虎
賁
②陳稜、一














であると思われる。対応する箇所を引用する。 「夫中土自同治初元以来、製鎗砲、購輪舟、造水雷、開船局、歳縻千百萬金貲、 （中略）乃甫一交綏而聞炮驚逃、 （中略）曾不如省此萬億兆銀銭、千百人心力、不製
　
械、不練一兵、任欧人蹂躙我土地、佔拠我城池、攘奪我利源、






一緒に北京へ行きたいとのことなのです」という言い方をした。夢薇氏は、 「私はここに住んでいながら、まだ地元の者としての義理を果たしておりません。旬日延期して西湖見物でもなさいませんか」と言ってくれた。私はその高官が期日を知らせてきた で、 一日も延期するわけにはいかないと断った。氏が言うことには、 「私はお目にかかってから日は浅いというものの、ご高著を通覧して、つぶさに了解し、特に敬慕の念切なるものを覚えます どうか今後、遠く隔たっても、書信をやり取りし、文字による心の交際をさせていただきたい」 。私は覚えず、天涯に知己 得 気持ちになった。
濯は出発の準備をしている。無適が『申報』の次のような記事を見せてくれた。 「中国は大砲を鋳て、汽船を購い、招商・
機器の二局を開き、何千何百萬金もの金を費や た。 ころが、鶏籠の戦いで砲声ひとたび発するや 多 の兵が胆をつぶして逃げだした。何億兆もの金銭、何千何百人もの心血を省き、一門の大砲も鋳ず、一名の兵も訓練せず 敵が我が土地を蹂躙し、我が領地を占拠し、我が資源を奪い取り、我が人民を虐げるに任せた方がましであった」 これらの言葉 外国人 読んでも 怒り悶えてしまう。まし 何世代も前からこの土地に暮らし 土地 産物を食ん いる者はなおさ であろう。そもそも英国人は弾丸のごとき小さな香港を略取しただけで、東洋貿易 莫大 利益を掬い取ることができている。台湾 い 大きな島が、一朝フランスのものとなり、中国・日本の上流階級をよりどころにして、支配権 握られたら、東洋の局面が一変する契機となる。
昔年の臺灣の変遷につき、私は諸書に当たり、その沿革を書き写した。ここに登載しよう。臺湾は福州省城から五百四十里、
彭湖島から二百里、四面みな海である。東西は五百里にわたり 南 は二千八、 九百里、山脈は鶏籠から沙馬碕まで一千里わたる。山の東も西も 原野が海に接し、地味は肥沃で 一年に三度実る。隋 大業年間、虎賁 陳稜が一度彭湖島ま 行き、
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十六日 〔廿六日〕 丁松生 〔立誠
①〕 来訪。夢薇故人。談及法事、 言頗危激。曰 「東南釐金
②、 僅給防海、 民税僅給国用。財政不立、















丁松生 〔立誠〕 氏が来訪した。夢薇氏の旧友である。話がフランスとの問題に及ぶと、 すこぶる激烈な言い方をした。 「東
南の釐金はわずかに海防に使われているだけ、民が納めた税はわずかに国の歳出に使われているだけです。財政が確立しなければ、 何によって大変に処するのでしょうか」 。中国の人は形式だけの 章を書き 大言を好み、 堅忍する人など一人もいない。私は上海にいたとき、ある西洋人が次のように言うのを聞いたことがある。 「中国は今から太平なること三十年の後 天下が
−89−
大いに乱れ、西晋の末期よりももっとひどい状態になり、六十年たって始めて治まるでしょう。臺湾は日本に帰し、朝鮮はロシアに帰し、新疆は四分五裂して、有力な国に併合されるでしょう」 。丁松生氏はまた、こうも言った。 「中国が初めから劉永福氏を安南国王に立てていたならば、きっと今日の問題は起こっていなかったでしょう」 。この発言は特に愚かである。中国人のよくない点は、国外の情勢を把握 いない点にある。
午後四時ごろ、仙林寺を辞して、弥勒寺に立ち寄り、無適氏を促して一緒に出発した。原野の中を行くこと四、 五里の間、
石がびっしりと平らに埋められていた。粤匪の乱の前は、この一帯はどこも、四方に通じる地域だった 遠くに高くそびえる大きな建物が見えた。貢院である。高 壁が聳え、兵営と っている。兵卒が門外で土木作業を ていたが、私 変わった服装を見て、我先に笑っ り罵ったりした。その規律のなさが知られよう。一筋の水路を渡り、大東門を出た。一筋の川が郭を巡っており、その内側を内河という。橋を渡っ 左折すると 抽釐署があった 商船を検査し、課税す 所だ。松生氏が「東南の釐金はわずかに海防 使われて るだけ」と言った、あ 釐金を課す所であ 豪富の人が毎年 金を納め 、この役所を設けたもので、商船の貨物を検査し、百分の一の税を徴収する。粤匪の乱の き、軍需を仰ぐ先 なかっ め、さしあたりこの法を作り、一時しのぎをした。お上は、こ やり方が公をも私をも苦しめること なると分か はいるものの 財政不足のため、今日まで踏襲 ている。川 航程のあちこち 設立し、俗に卡局と呼ばれ


































で、当時の悪弊を詳しく述べ、正論を展開 て、少しも忌諱していない。中国も実は、世を憂える知識人 乏しくなかったわけである。ただ、 「阿片は既に禁じようがなくなっているから、民が罌粟を栽培するの 許すことにより、外から至るのを防いだ方がよい」と述べているのは、ほとんど例の月に鶏を一羽ずつ盗む者のように、問題の解決を引き延ばすやり方である。後に聞いたところでは、山西・四川等の省では、罌粟の栽培が盛んで、年を追って増え い という。ああ。折しも雷雨となり、さあっと涼しい空気が広がった。暮れ 陽廟に舟泊まりした。原文
　












にもかかわらず、盛んに航路を開いて人民の生活を便利にしてやらないのは、水夫や舵手が立ちどころに生計の道を失い、決起して流寇となることを恐れるからである。しかし、私には、両江の乱後、美田が荒廃しているから、水夫や舵手で生計の道を失った者を開墾に従事させ、生産の仕事をさせたら、一挙両得であろうと思われる。もし凶悪な者どもが立ち上がって流寇となったなら、督撫に命じて平定させ だけ 食糧を浪費し兵を養う も、もと と言えば、凶悪な者 もが乱をなすのに備える めなのだ。
一つの大きな湖に入った。朱家蕩という名だ。蕩は、広々として湖に類するもののことで、また、
と称するものや、浜と





































































麻呂らの人たちが、詞藻も優雅に礼儀も正しく、彼の国の人士と倡和して詩を詠んだことが、今に至るまで人々に文藝界の美談として羨まれている。中世以降は、戦乱が相継ぎ 両国は互いに交通を絶った。たまに行き来した者もあったが、僧侶・商人の類に過ぎず、言うに足るものは一例もなかった。しかし、今は国家が海外の列国と条約を結び、互い 公使を遣わして国都に駐在させており 高官や貴人が往来し、互いに訪問 合っている。学 や大夫も国外の事情 審らかにすること 何よりも優先し、争って西洋の学問を講じている。欧米へ航行する者は、何千何百人いるか分からない。これに対し、中国は実のところ我が国と隣接する同文 国であるにもかかわらず、 学士や大夫で一度でもその地に旅 た者がいるとは聞いたことがない。
我が鹿門岡先生は、 この国を旅し、 ひとたびその風俗を尋ね、 親しく彼の国の学士・大夫と議論を闘わせようとしておられる。







































於必死之地、 要全勝於年月之後、 則必可得其要領也」 。余嘉其論有
柄、 挙所見為説。三子大悦。酒後延楼上。架上有姚子梁『琉
球志』 、 甫序巻首 痛擯我県琉
球
①之為無名。余曰、 「往時英法二国隔一海峡、百戦争雌雄、淬勵鋭鋒。世以其戦亘百年、曰百











を開いており、両国は互いに降伏しようとはしていません。そのため、我々の義憤は鬱積しており、劉永福氏のような人が陸続として立ち上がるでしょう。十八省のすべてを瀕死の状態に陥れ、完全な勝利を何年何か月かの後に求める覚悟があれば、うまくいく方法を必ず得ることができましょう」 。私は彼の論に拠り所があり、見た事柄を挙げて説いた点を嘉みした。三氏は大変喜び、酒を振る舞った後、楼上に案内 てくれた。棚に姚子梁氏の『琉球志』があった。経甫氏が巻首 序文を書き、我が日本が琉球に県 設置したのは筋が通らぬと痛烈に非難している。私はこう言った。 「往時、英・仏二国は一海峡 隔て百戦して雌雄を争い そのため兵力を鍛錬し続けました。世の人は、そ 戦が百年にわたること もって、百年 役と呼びました。二国の強がヨーロッパを見下すようになったのは、実はこ 戦のためだったのです。我が東洋各国は、おのお 四方を鎖しており、海を隔てた隣国と鋒 交えたのは、蒙古が我が国を侵略した と、我が国が朝鮮を伐ったのと、この二役 あるだけです。東洋各 兵力が振るわず、欧米の侮りを招い 理由のあることだったのです。しかし、中国がひとたび、 我が国が琉球に県を設置したこ を理由に、 大挙 て罪を問うならば、 我が国は弱小と いえ 東海に独立すること二千年、勢い一戦せざるを得ません。一戦 て敗れたら再戦し、再戦 て敗れたら三戦します 千回敗れ百回挫けたぐらいでは 少しも攻撃の勢いを屈せず、英仏百年の役のよう 、雌雄 百戦 に決するで ょう。そうなれば、中・日の大艦・巨砲、猛将・勇士は、大海をものともせず、平地のごとく行き来 戦うでしょう。かくして、両国が怨みを解 て講和し、心と力を合わせ、その鋒を西に向けるなら、欧米の各国など、一つ て恐れるに足 ものはないでしょう。そ ようにすれば 東洋積年の辱めをすすぐことができ のです。私は在野 人間でから 琉球を日本 県と 何のためなのか知りません ひたび東洋の威武がヨーロッパを震わ のを目 すれば、満足です」 。みな大いに笑った原文
　










私は彼にこう言った。 「目下、中国は、阿片の毒と六経の毒とを一掃しない限り、どうしようもありません。六経は別に毒のあるものではないのですが、中国人は枝葉末節の解釈にこだわり、陳腐な言葉を墨守しており、西洋人が実学を研究し実理を発明しているの 六経に爛熟したからできるようになったことではない、ということが分かっていません。孟子が言いませんでしたか。 『尽く書を信ぜば書無きに如かず』と。六経には信ずることのできるものもあるが 信ずることのできぬものもあります。信ずること きるも を信ぜず、信 ることのできぬものを信じたなら、六経は 老荘が晋宋に流したのと同じくらいの毒を流すに違いありません」 。吟香氏は小机を叩いて、名言だ 感心してくれた。夜、暴風にな た。原文
　
廿三日〔三日〕雨。平野姓来、 曰、 「法人開兵端以来、 各国軍艦在中土者、 会議編艦隊、 護各埠。各国軍艦、 以英艦衆且整、



























廿五日 〔五日〕 王紫詮来訪。 余以一掃烟毒与六経毒振起中土元気為説。 紫詮笑曰、 「更有一毒、
幷貪毒為三毒。 中土大小政事、
成於賄賂。余嘗草言戦・言和二篇、痛論和戦得失、如聴者如充耳何。中土六省皆面海、不可一一備軍艦築砲臺。今日之事、唯有待彼上岸、而制勝野戦耳」 。既而松村少将来過、見紫詮筆話曰 「彼安知兵。中人輒曰、法人長水戦、而短陸戦。法国三面皆陸、陸軍精海軍数等。中人輒曰、彼懸 萬里、我以逸待労。殊不知滊艦出没無形、一戦得要領 則駛出洋外。中土防備、有一隙可乗 則艨艟蔽海 吶喊轟天、坐使中兵取困弊。方今兵尚機器、求精精中 愈出愈精。故各国設海陸兵学校、専科講兵 尚且取敗。中土未有此設、其講火槍、亦不過習熟歩武進退。此未戦而勝敗之算已判者。未知紫詮言戦・言和 果論及此等事否」余曾読魏源「聖武紀」 。其論水戦曰、 「水戦莫急操舟、舟戦莫要火器。練水師、宜備水噐、水噐莫烈火器 火器莫精且習西洋人火器製於内地、不如購之洋外
①」 。此数言見極透矣。而今開四所機器局、謂我己︿已﹀有彼長技、悍然起与之交鋒、此未為得焉。
【注】①この引用文の出処と考えられるのは、 『聖武記附録』巻十四武事餘記、議武五篇、水守篇の一節。道光二十六（一八四六）年本を底本





























こう言った。 「漢口は河南の朱仙、江西の景徳、広東の仏山とともに四大鎮と称していますが、漢口が最 盛んです 長江は漢口から四川・雲南・貴州に溯ることができ、漢水は漢口から河南・陝西 甘粛に達することができます。水路が四方 通じ、
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躍らせて回転し、刀の光をきらめかせつつ、さっと身をかわしたり、目まぐるしい変化をする。私は笑って、こう言った。 「ここまで熟練してこそ 兵も用いることができますね」 。紫詮氏は、 「天地は一大劇場で、冷静な目で見守 いられる人を、世俗を超越した人とか達観した人と言うのです」と言った。次に「寡婦訓子」と「嫖漢挑
婦」が演じられた。ほぼ我が国の通
俗演劇と同じ ある。ただ、服飾が華麗で、珠玉が燦爛たるところは、我が国の及ばない点である。
夜、 文夫氏が堀井 〔常三〕 ・沼崎 〔甚三〕 の二氏とともに来談した。文夫氏は会計を掌っており、 こう言った。 「東京を発ってから、
















子峩氏に送ってほしいと言って、私に託した。信卿氏は子峩氏のために日本地図を製作したかどで投獄されたのだが、冤罪が晴れたとき は、子峩氏は既に清国に帰ってい そこで、子峩氏への挨拶を私に頼んだのである。ところが、あに図らんや、今回の戦の 子峩氏は造船局を取り仕切る立場にあったにもかかわらず、戦が勃発するや、狼狽して逃げ出してしまった。論外な行為である。この世の禍福には、常なるものはない。 う思うと、嘆かわしい気持ちになった。原文
　
廿九日〔九日〕姚子譲・范蠡泉・朱莘田 過 論中法曲直。余曰、 「以強敵強而後、曲直為老壮
①。若以弱敵強、雖直亦老。
趙宋於蒙古、 朱明於国朝、 以弱敵強、 故不競而己︿已﹀
。俄国重武、 皇子皇孫、 亦皆入黌学兵。学成、 為隊長、 而後将校、 積功累労、
始授将帥。今中土募無頼悪少 不敢歯人者為兵、以是敵欧兵。此雖直亦老者」 二子又不言。







義の側は老年で、正義の側が壮年となりますが、弱をもって強に対抗する場合は、たとえ直であったとしても、老年です。蒙古に対する宋朝、国朝に対する明朝は、弱をもって強に当た たため、勝てなかったのです。ロシアは武を重んじる国で、皇子皇孫もみな学校に入って軍事を学び、学成れば隊長となり、その後、将校まで進み、功労を積ん 始めて将帥を授かります。今、中国ではまともな人間として扱えないような、無頼や不良少年を兵として募り、そのような兵でヨーロッパの兵に対抗しようとしています。これは、た え直であったとしても老年というのに当てはまるもの す」 。二氏はもう何も言わなかった。
夜、二宮氏と公園を歩いた。この公園は西洋人の遊歩のために設けられたものである。長江を前にして、起伏してくねくね
























































































































（ 『数学教育史研究』 第八号、 二〇〇八年）
。木山実 「大倉組商会と三井物産の比較考察―明治期を中心に―
」 （ 『商
学論究』第五十六巻第二号、二〇〇八年）
。蔣海波「明治前期東亜文化交流の一側面――漢詩人水越耕南の交友を中心に―」
（関西文化研
究叢書
12『東アジア三国の文化
―
受容と融合
―』所収、二〇〇九年）
。韓東育「朱舜水在日活動再考」
（鈴木貞美・劉建輝編『東アジア近代における概
念と知の再編成 、国際日本文化研究センター、二〇一〇年）
。
（しばた・きよつぐ
　
本学教授）
（いのうえ・まりな
　
本学大 院生
（うえむら・なおみ
　
本学大 院生）
（まん・さ
　　　　　
本学大 院生）
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